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アメリカ日食に向けて
黒 田 瑞 星

年が明け、いよいよ日食イヤーとなりました。

高額なツアー代金を支払いますので、準備も含めて十分に楽しまなくてはいけません。

なかなか考えがまとまらなかったのですが、ボチボチと形になってきましたので、第１弾

ということで紹介します。

１．皆既中の様子をステラナビゲーターで作成しました。写野は 35㎜換算で 30㎜レンズ
を縦にして使用した場合です。

２．食の始まりから終わりまでを、ステラナビゲーターで一枚にまとめてみました。写野

は 35㎜換算で 25㎜レンズを縦にして使用した場合です。

（閑話休題）

ガラケーからスマホに変えました。おすすめアプリがあれば、教えてください。
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３．現段階での相棒（案）

○還暦記念日食なので、「赤」を取り入れる。

○家族見せたり仕事に使ったりするので、ビデ

オ撮影をメインにし、写真はスナップ程度にお

さえる。

○ホテル駐車場付近での観測になるが、出発が

早いため、撤収に時間がかかってはいけない。

○羽田発着便（羽田までは新幹線を利用）なの

で、軽量化を図り移動を楽にする。

○慌ててしまうので、微動ができる雲台を多様する。

４．新規購入機材

ニコンＢ７００（デジカメ）

○月モードがあり、35 ㎜換算
1440 ㎜、ピント無限遠固定で
簡単に撮影できる。

○手動ではあるが、露出を 13
段階に変えて撮影することが

できる。

○広角から望遠までを撮影で

き、旅のスナップ撮影にも使

える。

○比較明合成ができ、星の軌

跡を焦点距離を変えて撮影することができる。

５．今後の計画

（１）自分も写り込む広角写真をどう撮るか？

（２）練習（セッティング・撮影・撤収）を通し、機材の見直しを含めて改善していく。

（３）15年ぶりの海外旅行。体調を整え、旅そのものを楽しめるよう準備する。


